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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
立川 晋之介

物流を通じて「信頼」をつなぐ
瀬野川産業は創業以来、人々の暮らしに欠かすことのできない「食」を物流の面から支えてまいりました。物流

業界は今、大きな転換期を迎えています。持続可能な物流サービスを提供し続けるためには、時代の変化に合わせ
て進化していかなければなりません。そのために、瀬野川産業はさらなる成長を目指し、100億企業への挑戦を始
めます。
自社の成長を通じて、より多くのお客様や地域、そして人々の暮らしを支え、創業から大切にしてきた「信頼」

を次の世代へつないでまいります。

2032年に売上高100億円を達成し、その後の110億円の達成を目
指し年率38％程度の成長を目指す。
【主な取組内容】
• 自動倉庫導入による受注拡大と業務効率化
• 計画的な拠点創設による商圏の拡大
• 高付加価値事業（冷凍運送・倉庫事業、食品加工機能の拡充

等）の拡大

・倉庫能力、保管量の逼迫
・自社運行比率が低く、利益率を逼迫
・冷凍倉庫部門の採用強化
・既存商圏のシェア拡大余力が小さい
・労働集約型体質からの脱却
・荷主需要への対応力強化

瀬野川産業株式会社 岡山営業所

〇本社所在地：広島県広島市安芸区

〇事業概要：道路貨物運送業

冷蔵倉庫業

〇常時使用する従業員：80名

（2026年3月時点）

〇現在の売上高：38億円

（ 2026年3月期）

〇法人番号：4240001005573

〇Web：

https://www.senogawa.co.jp/

瀬野川産業株式会社（運送業）

・DX推進を軸とした経営体制構築
・若手経営人材への権限移譲推進
・広島・岡山拠点の連携強化
・人材採用力強化に向けた外部機関との連携強化
・自動化設備の全社展開推進

・久地配送センターの増改築
・自動倉庫導入による効率化推進
・介護向け冷凍食品物流への参入
・商圏の拡大に向けた四国・関西への新拠点創設
・食品加工機能の新設・拡充
・食料品運送業のM&Aによる商圏、運送保管量の拡大
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